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みなさまの　　　を

　　お聞かせください。

声
　読者のみなさまから投稿をお待ちしています。また、いなべ市内で撮影さ
れた写真についても併せて募集していますので、どんどんお寄せください。

＊みなさまの身近なできごとをお知らせください＊

　わたぼうしの謂われは、黄色でかわいい花の後、種が風に任せてあちらこちらと飛び

立って色々な所に根をおろして、広がって行く事を願って名前をつけました。

　まだ立ちあがったばかりで作品も余りありませんが、親の会やボランティアの方たち

のお世話になり充実した物になれば良いと思っています。

　市内の色々なイベントにも参加し、わたぼうしの名前をみなさんに知っていただきた

いと思います。ぜひ、お越しください。

問い合わせ先　藤原庁舎　農林水産課　Z46-6306　FAX46-6319
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提供者　北勢町　川瀬さん・伊藤さん

「元気な土には、元気な野菜が育つ

国勢調査が始まったころのポスター

ハウス内の土はたい肥が盛り上がっています

福祉の店　わたぼうし（たんぽぽ作業所内）福祉の店　わたぼうし（たんぽぽ作業所内）

ーハウス栽培に取り組んで15年ー」

　　植物の一番いい健康状態を保てる環境を考え、野菜づくりの土台である土づくり
を始めました。
　牛糞や鶏糞をたい肥としてハウスに入れていましたが、葉が大きくなるだけで実が
ならなかったり、出荷できる大きさにならなかったりしました。そこで、市内にある
「大安堆肥センター」の完熟・成分調整されたたい肥を使ってみたところ窒素分が分
解され、ミネラルや肥料成分である、リンサン・カリ等を適度に含み、自分の思った
とおりの土にピタリと合いました。それからは、毎年新しいたい肥を購入し、ハウス
に投入しています。
　今では、ハウス内の土は、当初の高さから5ｃｍ以上高くなっています。

　害虫対策については、ハウスに１ｍｍのネットを張り、侵入を防いでいます。作物の出荷後はハウスの土をシートで覆
い、日光で消毒をして、病原菌の駆除を行って農薬を極力使わないようにし
ています。　いろいろ試行錯誤しながら、時期に採れるものより早い時期か
らの出荷を考え、作付けし、朝市やうりぼうで販売し、直接お客さんに判断

してもらうことで、「つくる喜び・売
れる喜び」を味わっています。
　少しでもお客さんに喜んでいただけ
るよう「減農薬・減化学肥料」への挑
戦をしていきます。

『農薬を極力使わない野菜づくり』を目標に掲げ、
　4棟の野菜ハウス（約1000m2）で安心で安全な野菜づくりに
　　　　　取り組んでいる伊藤カヨ子さんにお話を伺いました。

北勢町たんぽぽ作業所内に
　　　　　福祉の店が出来ました

10月1日 国勢調査実施

藤原町　武田さんからの提供


